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きしゅうくん

自
転
車
も
飲
酒
運
転
ダ
メ

命
の
大
切
さ
を
考
え
、

交
通
ル
ー
ル
を
守
り
ま
し
ょ
う
！

　
自
転
車
の
酒
気
帯
び
運
転
が
厳
罰
化
さ
れ
、
お
酒

を
飲
ん
で
自
転
車
に
乗
っ
て
一
定
以
上
の
ア
ル
コ
ー

ル
数
値
が
検
出
さ
れ
る
と
検
挙
さ
れ
ま
す
。

　
罰
則
は
「
3
年
以
下
の
懲
役
ま
た
は
50
万
円
以
下

の
罰
金
」
と
、
非
常
に
重
た
い
う
え
に
運
転
免
許
の

停
止
や
取
消
の
可
能
性
も
出
て
き
ま
す
。

　
ま
た
、
運
転
手
だ
け
で
な
く
、
お
酒
を
飲
ん
だ
人

と
2
人
乗
り
を
し
た
り
、
お
酒
を
飲
ん
だ
人
に
自
転

車
を
貸
し
た
り
、
自
転
車
に
乗
る
予
定
の
人
に
お
酒

を
提
供
し
た
場
合
に
も
そ
れ
ぞ
れ
罰
則
が
あ
る
の
で

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　
既
に
御
坊
警
察
署
で
も
、
自
転
車
の
酒
気
帯
び
運

転
の
検
挙
事
例
が
多
々
あ
り
ま
す
。

夏場の女性に対する犯罪対策
油 
断 

は 

厳 

禁 

! !

　
夏
場
は
薄
着
に
な
る
た
め
、
盗
撮
や
痴
漢
等
の
女

性
を
狙
っ
た
性
犯
罪
が
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
被

害
に
遭
わ
な
い
よ
う
防
犯
意
識
を
高
め
て
対
策
を
し

て
い
き
ま
し
ょ
う
！

外
出
時
の
防
犯
対
策

〇
人
通
り
が
多
く
、
明
る

　
い
場
所
を
通
り
、
夜
道

　
の
1
人
歩
き
は
避
け
る

〇
周
囲
の
状
況
を
把
握
す

　
る
た
め
に
、
携
帯
電
話

　
等
で
音
楽
を
聴
き
な
が

　
ら
歩
か
な
い

〇
不
特
定
多
数
の
人
が
閲

　

覧
可
能
な
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
、

　
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
場
所

　
を
特
定
で
き
る
よ
う
な

　
情
報
を
流
さ
な
い

自
宅
で
の
防
犯
対
策

〇
不
審
者
が
近
く
に
い
る

　

か
も
し
れ
な
い
の
で
、

　
１
人
暮
ら
し
で
も
帰
宅

　
時
に
「
た
だ
い
ま
」
等

　
と
言
い
、
１
人
暮
ら
し

　
を
さ
と
ら
せ
な
い
よ
う

　
に
す
る

〇
男
性
用
の
衣
類
を
干
し

　
て
お
く

〇
ド
ア
や
窓
等
の
施
錠
を

　
徹
底
し
て
、ド
ア
チ
ェ
ー

　
ン
も
必
ず
掛
け
る

夏
の
山
岳
遭
難
の
防
止
！

　
近
年
の
登
山
ブ
ー
ム
を
受
け
、
全
国

的
に
山
岳
遭
難
の
発
生
が
増
加
し
て

い
ま
す
。

登
山
等
を
す
る
場
合
は

○
自
分
の
体
力
を
過
信
せ
ず
無
理
の

　
な
い
計
画
を
立
て
る

○
1
人
で
行
か
ず
、
可
能
な
限
り
2
人

　
以
上
で
行
く

○
必
要
な
飲
食
物
、
装
備
品
や
薬
品
類

　
を
事
前
に
用
意
し
確
実
に
携
行
す
る

○
コ
ー
ス
の
下
調
べ
や
天
気
予
報
の

　
チ
ェ
ッ
ク
を
怠
ら
な
い

〇
山
岳
を
管
轄
す
る
都
道
府
県
警
察

　
本
部
や
、
地
元
の
警
察
署
に
対
し

　
て
、「
登
山
届
」
や
「
登
山
計
画
書
」

　
を
届
け
出
る
等
を
心
掛
け
て
、
山
岳

　
遭
難
の
防
止
に
努
め
ま
し
ょ
う
！

夏 山 登 山 に お け る 山 岳 遭 難 の 防 止

ド
ラ
イ
バ
ー
の
み
な
さ
ん
へ

○�

渋
滞
予
想
を
参
考
に
し
、
渋
滞
路
線
や
渋
滞
時

間
を
避
け
る

○
ト
ン
ネ
ル
内
で
は
車
間
距
離
を
多
く
と
る

○�

後
部
座
席
も
含
め
て
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
や
チ
ャ

イ
ル
ド
シ
ー
ト
を
必
ず
装
着
す
る

○�

Ｅ
Ｔ
Ｃ
を
通
過
す
る
前
は
、
減
速
し
追
突
事
故

を
起
こ
さ
な
い
よ
う
注
意
す
る

○
長
時
間
運
転
す
る
際
は
、定
期
的
に
休
憩
を
取
る
。

○�

可
能
な
限
り
、
電
車
や
バ
ス
等
の
公
共
交
通
機

関
を
使
う

　
夏
期
行
楽
期
で
す
が
、運
転
中
は
気
を
緩
め
ず
に
、

交
通
事
故
を
起
こ
さ
な
い
よ
う
注
意
し
ま
し
ょ
う
！

夏
期
行
楽
期
の
交
通
事
故

防
止
に
つ
い
て
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月夜行路Returns
秋吉　理香子 著　　　　講談社

家を飛び出した涼子は、夜
の街で出会ったBARのママ、
ルナと共に大阪を旅した。東
京へ戻った涼子が、再びルナ
を訪ねたとき店に届いた古い
ノートパソコン。涼子はパソコ
ンを開くパスワード探しを手伝
うことに···。

あめ
（空となかよくなる天気の写真えほん）
荒木　健太郎 文·写真·絵
	 金の星社
雨はどこからやってきて、どこ

にいくの？雨のしくみをはじめ、
雨を降らせる雲·積乱雲、くもりや
雨の日が多い季節·梅雨の雲の様
子、雨あがりの空でできやすい虹
などを写真で紹介します。

◎ 月夜行路Returns

〇 魔心

〇 きみがなきあと

〇 ノスタルジア

〇 異常に非ず

〇 金波銀波

〇 眠れぬおまえに遠くの夜を

〇 スウィッシュ！

〇 燻る骨の香り

〇 家康と七人の忍び

　など合計16冊

秋吉　理香子

五十嵐　貴久

木内　昇

島本　理生

桜木　紫乃

澤田　瞳子

桐野　夏生

藤ノ木　優

千早　茜

佐藤　賢一

◎ あめ
　（空となかよくなる天気の写真えほん）

〇 ララのまほうのことば

〇 たねはいのちのおわりとはじまり

〇 まだまだここから

〇 それからぼくはひとりで歩く

〇 ポジション!

〇 リヒト！

〇 君の火がゆらめいている

〇 ほたるのよる

　など合計11冊

荒木　健太郎

グレーシー・ジャン

鈴木　純

宇佐美　牧子

アリシア・モリーナ

高田　由紀子

イノウエ　ミホコ

落合　由佳

谷本　雄治

開室日
　　月曜日～土曜日　午前8時30分～午後5時
閉室日
　　日曜日・祝日・年末年始・特別整理期間
お問い合わせ先
　　中央公民館（TEL：63・3811）

雑誌はバックナンバーが
貸し出し可能です。ぜひ手
に取ってみてください♪
取扱い雑誌は蔵書検索で

確認できます。

※新着図書は一人２冊までの
　貸出となります。
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